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協会ニュース

　この度は大変名誉ある賞をいただき、身に余る光栄であ
り心より感謝申し上げます。賞を授かった日は昭和39年
（1964年）東海道新幹線が開業50周年を迎えた10月1日か
ら9日目にあたります。東海道新幹線開業1年前の昭和38年
に旧国鉄に入社した小生は、いみじくも新幹線とともに歩
むことになりました。
　建設工事を2年ばかり経験した後、当時、鉄道技術の中
枢機関であった構造物設計事務所の鋼構造の部屋に配属
となりました。部屋には鋼構造の計画、設計、製作・品質、メ
ンテナンスなど各分野のベテラン約30名が約６班に分かれ
業務に励んでいました。小生は田島二郎、阿部英彦の大先
輩の指導を受けて設計標準改訂作業を手がけるよう命じ
られ、早速、土木学会設計標準改訂委員会（沼田政矩委員
長）に入って委員会の手助けをすることになりました。メタ
ルの「メ」も解らない新米である小生を、よくぞ使った英断
にいまさらながら驚いています。その期待に応えようと鋼
橋の参考書を必死になって読み、設計示方書条文の理解
に役立てました。
　新幹線は営業開始から、騒音、疲労、耐震など解決すべ
き多くの課題が存在しました。また、在来線は長い延長に、
多種多様の古い構造物を多数抱え、それらの課題は膨大
になりました。さらに未来のリニア新幹線には未知の課題
が山積しています。以下紙面に限りがあるので、特に思い出
に残った事例を3つ上げて紹介します。
　受賞にあたり発表した「鉄道橋の騒音問題を解決するに
は」は、国民期待の内に開業した新幹線が鉄桁直下で
100dBを超える大きな騒音を発生させたため、大きな社会
問題となりその解決は危急の課題となり、少なくとも75dB
まで低減させるために、いろいろな方策が試された。その
結果、遮音板を防振ゴムを介して取り付けるのが、最も有効
となり、標準工法として認知され、昭和41年から約300連の
鉄桁に施工された。その後の研究で、今後の騒音対策構造
として、コンクリートと鋼構造を合成させた複合構造が有
利であることが認められました。
　東海道新幹線の鋼鉄道橋は、諸外国の設計や多くの、疲
労試験を参考に溶接構造を全面的に採用した。しかし、開
業後8年ほど経ってから、計算に乗らない部材の取り付け

箇所などのディテールから疲労亀裂が多数発生した。下路
プレートガーダーの横桁下端切り欠き部、ボックスガーダー
の対傾構端部など、発生の都度、現地局の要請に従って出
張し、今後の対策を指導しました。ボックス桁では支承部
近辺のマンホールから懐中電灯頼りに真っ暗闇で時々鉄
板１枚隔てて通過する新幹線の轟音におびえながら、亀裂
箇所まで進入し、写真撮影、動的変動応力を測定し発生原
因を調べました。また箇所数の多い亀裂は、実物大の疲労
試験を実施し、有効な補強対策方法を求めた。調査結果は
必ず報告書にまとめ、原因から対策方法まで検索できるよ
うにし、その資料は後の事例対策に非常に役立ちました。
　鉄桁の利便性をこれほど明確に発揮した例はあまりない
であろう。1982年8月2日の記録的な豪雨により東海道富士
川橋梁で2基の橋脚が洗掘倒壊し、上に載っていた標準設
計200呎（64.2m）4連の桁が流出した。東海道線は我が国
の基幹路線であり、一日も早い復旧が至上課題となりまし
た。通常、トラス橋の製作は約6ヶ月、さらに砂礫の多い下
部工の改築期間を考慮すると、復旧には相当の期間を要す
ることになり、工期をいかに短縮するかが最大の目標にな
りました。まず「B設計付き契約」を活用し、標準設計に若
干の修正を加え構設の職員が修正箇所を指示し、1週間後
に製作工事を技術力の高い会社に随意に発注できた。製
作では工場内の立体仮組を省略するなどして、1ヶ月弱で最
初の部材を架設現場に搬入できた。架設は両側にある既存
のトラスに特殊な架設連結構を取り付けて、両側から張り
出しで行い、最後の架設部材の到着と新設した橋脚上の支
承据え付け時期が合うように下部工の会社と工程を調整し
て進めた。最も重要だったのは鋼および基礎の専門技術と
専門家同士の連携に基づく総合力が十分に機能した点に
あります。
　実構造物の課題を含め示方書の改訂、設計指針の作
成、各種委員会への参画、海外技術協力など多くの課題に
技術研鑽の場を与えられ楽しい時間を授かった。これもひ
とえに先輩初め、日本橋梁建設協会藤井前会長ならびに
東京鐵骨橋梁岡崎前社長、皆様方のおかげであると改め
て御礼申し上げます。

稲葉  紀昭
受賞者

株式会社 東京鐵骨橋梁
技術顧問
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第1回 「技術功労賞」

　この度は、伊藤學賞の技術功労賞という名誉ある賞を受

賞させていただきまして、誠に有難うございます。

　これまで、鋼橋の仕事一筋でやってきたのですが、このよ

うな立派な賞をいただけるとは思ってもいませんでした。大

変うれしく、幸せな気持ちで一杯です。伊藤先生を始め、関

係者の方々に厚く感謝申し上げます。

　私は、昭和52年に名古屋大学を卒業して横河橋梁製作

所、現在の横河ブリッジに入社したのですが、工場に2年、

設計に27年、研究部門に5年在籍し、現在は、4年前から株

式会社ワイ・シー・イーというコンサルタントで、橋梁保全に

関する仕事をしています。

　日本の橋梁建設の絶頂期に仕事ができましたので、本四

架橋の南備讃瀬戸大橋や明石海峡大橋の建設に係わるこ

とができましたし、その後の建設工費縮減の時期にはPC

橋に対抗して複合ラーメン橋やラチストラス橋等の新しい

橋梁形式を提案し、実現することもできました。

　こうした長大橋の他に多くの一般橋梁の設計に携わりま

したが、若い頃から設計実務の傍らで、感じた疑問や問題

点をプライベートで研究して論文に発表することを趣味のよ

うに行っていました。それまでは理論的には明らかでも設

計の上では対応できなかった課題に対して、実務の立場か

ら新たな解決策を発見・提案するのが楽しみでした。

　最初は仕事と研究は別ものと考えていたのですが、いつ

の頃からか研究成果を仕事でも活用するようになったり、

仕事の内容が研究的なものになったりで、両者の区別が付

かなくなっていきました。

　設計に役立つ自信作を3つ挙げさせていただくと、①相

対剛度変化法による斜張橋のケーブルプレストレス量の決

定方法、②薄肉梁の弾性座屈解析を利用した鈑桁橋の全

体横ねじれ座屈設計法、③一定せん断流パネル要素を用

いた橋梁の解析法があります。①は、斜張橋のケーブルと

主桁の解析モデルにおける剛性を変化させて解析するこ

とで種々の制約条件も考慮した最適なプレストレス量が求

められる便利な方法で、多々羅大橋にも使われました。②

は、古くから問題となっていた細長い2主鈑桁橋の全体横

ねじれ座屈に対する具体的な設計法を提案したもので、土

木学会の鋼構造架設設計指針に計算例を掲載していただ

きました。③の一定せん断流パネルの解析法は、鋼床版の

せん断遅れの解析から始まり、鋼コンクリート合成構造や

鋼製橋脚隅角部の解析にも適用されてきましたが、現在も

実務設計で活用できるように研究中です。

　橋建協では15年近く活動させていただいたおかげで、多

くの貴重な経験ができました。特に、平成14年と24年の道

路橋示方書改定に係わることができたのも、橋建協の立場

があってのことでした。14年の改定では、アーチ橋の幾何

学的非線形性の設計法について、合理的な方法を追加し

ていただくことが出来ました。24年の改定では、鋼部材の

座屈設計に関して、要望していた箱断面柱の耐荷力曲線が

追加されたことと付加曲げの項が見直されたことが個人的

には画期的なことだと思っています。

　数多くの橋梁の建設に携わることができ、好きな橋の研

究を自由にすることができ、示方書の改定にまで携わるこ

とができ、技術者冥利に尽きる38年間でした。

　まだ、しばらくは現役で仕事ができそうですので、コン

サルタントの立場から鋼橋のお役に立っていきたいと思い

ます。

尾下  里治
受賞者

株式会社ワイ・シー・イー
取締役社長
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　このたびは「奨励賞」という大変名誉ある賞を賜りまし

て、誠に光栄であるとともに、深く感謝申し上げます。「あな

たのこれまでの業績が我が国の鋼橋の発展に大きく貢献

していることを認め・・・」という文面を見て、身が引き締まる

思いだけではなく、心が震える思いです。ありきたりな言葉

ではありますが、当然自分一人の力などで受賞できるもの

ではなく、永年にわたりご指導をいただきました諸先輩方、

現場で仕事の本質をご指導いただきました職人の方々、そ

してかけがえのない経験をする職場を与えていただきまし

た会社があってのことと思っております。

　私が橋を架けることを仕事にしたい！と現実的に思った

のはまだ学生時代に本四架橋が最盛期だった頃で、連日

にように目にする本四関連のニュースを見ていて、気が付け

ば将来は橋を架けよう。どうせだったらいつか世界一の橋

を架けよう！と思っておりました。しかしそれを親にそれを

伝えると、実は橋梁の世界へ足を踏み出したのは２歳？３

歳？の頃のようで、お気に入りの橋（赤いアーチ橋）を見た

い！と騒いで毎週のように父親にドライブに連れて行っても

らっていたとのことでした。

　大学受験に失敗したことをきっかけに、すぐ就職しようと

思った私が当時の宮地建設工業（株）へ入社したのが平成

5年、一生かかって叶ったらいいと思っていた世界一の橋を

架ける夢、明石海峡大橋のケーブル工事がその年に始ま

り、そこにいけなかったら会社を辞めるとまで言って行か

せていただきました。中央径間のキャットウォークの閉合直

前に、いろいろな思いが込み上げて号泣してしまい無線の

合図が出来なくなってしまったこと、仕事の途中で泣いた

私に喝を入れてくれた上司ももらい泣きしていたこと、それ

を文句ひとつ言わずに見守ってくれた職人さん達のこと、一

生忘れることはありません。

　最近のエピソードですが、SNSを利用しておりまして、そ

れを通じ数十年ぶりに旧友と連絡を取り合った際も昔話を

されました。家の前の川が邪魔でバス停まで遠いと嘆いて

いた友人に、「俺がそのうち橋をかけてやるから」と言って

いたいっちゃん（私の幼少時のあだ名）が東京湾に橋を架

けるなんて・・・と感動され、そんなこと言っていたのだと懐

かしく思い、またそれもこの仕事の一つの醍醐味？かも知

れないと感じました。

　明石海峡大橋で夢がかなったので、もうどこに配属され

ても文句言いませんと言った私に、東京ゲートブリッジなど

数々のビッグプロジェクトを経験させていただき、しかもそ

れを評価していただき「奨励賞」という身に余る賞まで賜り

まして大変感謝しております。

　20歳で入社し、旧（株）宮地鐵工所を経て現在は宮地エ

ンジニアリング㈱橋梁工事部員として主に作業所勤務をし

ておりますが、まだ40歳を過ぎたばかりで定年まではまだ

まだあと20年ほど残っております。今後も自分の得意な分

野をさらに生かして賞に恥じない仕事を行い、日本橋梁建

設協会の活動にも積極的に参加し、ますます「我が国の鋼

橋の発展に大きく貢献」出来るように努力していくこととと

もに、数十年先に今度は「伊藤學賞」候補になっていけるよ

う、橋梁の技術者として恥じることのないよう「橋架け」に

取り組んでいくことをここに誓います。

　今回は本当にありがとうございました。

佐藤  功武
宮地エンジニアリング株式会社

いさ 　 む

受賞者
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　このたび、伊藤學賞（奨励賞）を受賞させて頂き誠に有

難うございます。また橋梁従事者としても大変光栄に存じ

ます。しかし、今回の受賞は私一人で成し遂げたものではな

く、会社の同僚、日本橋梁建設協会の部会員様のご指導

ご鞭撻の賜物であり皆様には重ねて感謝申し上げます。

　さて私は、平成7年に株式会社イスミック（現ＩＨＩインフ

ラ建設）に入社して以来、一貫して保全事業に携わってま

いりました。入社したての頃は毎日泥だらけになりながら

構造物と睨めっこをして補修・補強の難しさを痛感する毎

日でした。その後、今回ご紹介した床版取替えやゲルバー

の連続化等、橋梁構造物自体の設計方針を理解したうえ

で取り組まなければいけない工事にめぐり合い、新設・保

全に捉われない感覚を身につけることができました。

　しかし、初めての床版取替えの現場は今思い返しても厳

しい現場であり、もう一度やれ！と言われても首を縦にふ

る自信がありません。初めてのベント杭、初めての浚渫、初

めての日々開放での床版撤去・設置と工種は多く、昼夜

作業も3ヶ月に及び肉体的、精神的にも厳しいものでし

た。毎日、設計図面・設計計算書を確認し、目の前にある

現場状況と照らし合わせて再計算・再作図を行い、現場

に反映させる毎日でした。この時ばかりは、これは設計、

これは製作、ここは工事という様に振り分けている暇もな

く、自分自身で方向性を決めなければ現場は止まってし

まう状況でした。現場はなんとか竣功することが出来まし

たが、保全にはスペシャリストはもちろんのこと、ゼネラリ

ストも必要であると強く感じた瞬間でもありました。以来、

計画・現場・製作・設計・積算といった枠に捉われない自

分になろうと心に誓い、現在も同じスタンスで日々業務を

行っております。

　また、まだ少ない経験ではありますが保全は「三現主

義」が特に重要であることも学びました。現場で現物を見

て現実を認識することです。この「３つの現」を重視しな

ければ、物事の本質を捉えることはできませんし、保全工

事のベースは全てここに行き着くものと信じています。

　保全工事は設計図面通りに進むことは稀ですし、イレ

ギュラーに対してその場で判断しなければならないこと

が多々あります。非常に難しいことですが、ここに保全の

魅力が隠れてもいると思います。そして、この魅力をこれ

からの若い世代にも伝えていかなければ保全事業の発展

は無いと考えます。

　国としてメンテナンス元年を掲げた今、保全事業は大規

模修繕等大きなプロジェクトも動き出しますし、国民の皆

様からも保全の必要性を感じていただける時期だと思っ

ております。

　今、私ができることは、自社及び日本橋梁建設協会を

通じて「魅力ある」そして「国民の皆様から理解を得る」

保全事業をアピールすること。そして、自らの技術を磨く

だけでなく鋼橋の発展と普及に貢献していくことであると

考えます。

　今回は、ありがとうございました。

吉田  昌由
株式会社IHIインフラ建設

受賞者
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　このたび、奨励賞受賞の栄誉を賜り、誠に光栄に存じま

す。このような身に余る賞をいただき、身の引き締まる思い

です。これまでに私が携わり今回紹介させていただいた

業績は、当然ながらひとりで成し遂げられたものではあり

ません。弊社内の関係者だけでなく、弊社との関係皆様の

ご指導、ご鞭撻の賜物であり、この場をかりて深く感謝申

し上げます。

　私は、鋼橋の技術者になりたいと考え、平成９年に川田

工業株式会社に入社しました。学生時代から土木を学ん

でおりましたが、鋼橋の専門に関してはほとんどを入社し

てからであり、設計部門に所属し工場や現場施工の先輩

方にも初歩的なことを指導してもらいながら、少しずつ知

識と経験を積んでまいりました。

　平成18年から設計を担当した都市高速道路の斜張橋

耐震性向上工事では、必要な補強を決定するにあたり、

解析のモデル化や評価などにも苦戦しましたが、現場施

工の品質を考慮した既設構造への接合方法を事前に施

工試験で検討する必要などがあり、過去の事例に従えば

良いというものはほとんどなく、机上の検討だけでは設計

を進められない難しさを痛感しました。これらひとつひと

つの検討課題を関係する多くの皆様に支えられながら無

事に乗り切れた時、達成感とともに技術者として貴重な経

験をさせていただいたと強く感じました。また、本工事発

注者の関係皆様にも、打合せの機会などにご指導、ご提

案をいただくことが多く、請け負った業務を進めるという

観点だけでなく、ひとりの技術者としての成長を促される

ような温かいご配慮をいただいたことが思い出され、この

工事が終わり別の機会に偶然お会いできた時、当時のこ

とをお話しできることは大変にうれしく、感謝の気持ちで

一杯となります。

　台湾新幹線のための鋼トラス橋の新設工事では、条件

変更などいくつもの困難に対して、関係者が一丸となって

検討、調整し、製作施工を遂行していく経験を味わうとと

もに、国内の鋼橋技術が海外で高く評価されることを感じ

ました。

　都市高速道路の疲労損傷を補修補強する工事にも携

わりましたが、その後、日本鋼構造協会 疲労強度研究部

会では、一員として研究活動に参加し、関係皆様とともに、

ＳＢＨＳ鋼を用いた溶接継手の疲労特性等を解明すべ

く、貴重な経験をさせていただきました。この部会は、鋼

構造の疲労などに関して第一線で活躍されている先生方

や橋梁の管理や研究に携わる方々、日本橋梁建設協会の

弊社と同業の方々がおられ、ここでも未熟な私をひとりの

技術者として温かく指導いただきました。

　さらに、損傷劣化した鋼道路橋のＲＣ床版をプレキャス

ト化した合成床版に取り替える工事の設計を担当したこ

とを契機に、全て場所打ちとする合成床版でも施工工程

を短縮することを図りながら、強度と収縮補償などコンク

リートの品質を確保するための研究を行いました。この研

究に関して、合成床版の適用機会を広げるために、これか

らも取り組んでいきたいと考えております。

　今後は、奨励賞受賞の名に恥じぬよう、自己研鑽に努

めるだけでなく、新たに建設される鋼橋や既に供用され

ている鋼橋が、末永く利用されることに貢献できるよう

に、尽力していく所存です。

段下  義典
川田工業株式会社

受賞者



Koukyou No.79  47

第7回 「奨励賞」

平成27年度「伊藤學賞」候補者の公募を下記の要領で行いますので
奮って推薦をお願いいたします。

候補対象者… 長年にわたり、鋼橋に関連する業務に従事し、我が国の鋼橋技術の進歩・発展に寄与するとともに鋼橋を通じて社会に貢献した者。
推薦者……… 鋼橋に関連がある学・協会・法人あるいはそれに所属する個人、並びに当協会会員会社。
推薦の方法… 所定の様式による推薦書コピー1部とその電子データを協会事務局まで提出願います。なお、別に審議に必要な資料を添付すること
 は妨げません。推薦書の様式は協会事務局に用意してある用紙、あるいは協会ホームページに掲載しているファイルを参照願います。
審査………… 当協会表彰委員会（委員長  伊藤學）が審査を行います。
表彰………… 平成27年10月9日（金）　当協会鋼橋技術発表会時に表彰を行います。
提出先……… 〒105-0003 東京都港区西新橋1丁目6番11号 一般社団法人 日本橋梁建設協会　「伊藤學賞」 表彰委員会
 Tel.03-3507-5225  Fax.03-3507-5235
 当協会ホームページアドレス http://www.jasbc.or.jp/　当協会メールアドレス jasbc@mxm.mesh.ne.jp

公募

応募締切日　平成27年 7月31日（金）必着
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協会ニュース

　「平成26年度橋梁技術発表会」が10月10日（東京）、10月17日（大阪）、11月7日（仙台）、11月14日（札幌）、11月28日（福岡）、12

月5日（名古屋）の６箇所で開催され、参加者は、官公庁、コンサルタント、各種団体、大学、民間会社と多岐にわたり、全国６会

場合わせて1,719名の参加をいただき、活況を呈しました。

  メインテーマを「100年橋梁を達成する技術」とし、冒頭の橋建協報告において、鋼橋の魅力と工事費実績グラフを用いて鋼

橋の優位性について説明させていただき、引き続き各小委員会より技術論文3編（東京は2編）を発表しました。加えて、最近

の鋼橋の技術・維持管理および公共事業に関する話題や、その抱える問題点への取り組み等について、講師をお招きし、「特

別講演会」を行いました。東京地区では鋼橋技術の発展に寄与した方を表彰する第7回「伊藤學賞」の表彰式も同時に開催し

ました。

　各地区での発表会は、午後一番からの長時間におよぶプログラム構成ではありましたが、発表内容を熱心に聞き入る参加

者と発表者との熱の入った活発な質疑応答が繰り広げられ、盛況の下、閉会を迎えることができました。

　来場者退場の際、回収させていただいた発表会に関するアンケート結果では、多くの皆様より、「来て良かった。来年も期待

している」とのお言葉をいただきました。誌面をお借りし、お礼申し上げます。

　最後に、当協会は本発表会を「鋼橋新技術の発信の場」として非常に重要なものと位置づけ、更なる技術革新のスピード

アップに全力で取り組み、そして、その過程の中で培った技術の成果を結集、充実させ、今後の発表会で多くの皆様に聞いて

いただけるよう、協会一丸となって邁進していく所存でございます。

　現在、平成26年度の反省点を踏まえ、皆様のご期待に沿えるよう平成27年度の橋梁技術発表会の開催を目指し、計画を進

めております。より多くの皆様のご来場をスタッフ一同、お待ちいたしております。

参加の動機 ： 開催案内から（59％）、上司の薦め（26％）、橋建協の薦め（10％）
発表会のテーマ ： 大変参考となった（34％）、参考になった（62％）
講師の説明 ： 大変理解できた（19％）、理解できた（77％）
テキストの内容 ： 大変わかりやすい（18％）、わかりやすい（77％）
今後の希望テーマ ： 維持管理技術、架設計画・工法、防錆防食技術、設計（耐震、耐風、疲労含む） 
今後の開催希望 ： 希望する（92％）、どちらでも良い（6％）

来場者
アンケート

結果の
抜粋

技術論文内容と発表会場、参加者数 名古屋福岡札幌仙台大阪東京

●●●●
●●

●●●
●●●●
●●●

●
236165152341389436

1. 日本と米国における取り替え鋼床版事例の調査報告
2. 単径間ダブルデッキトラスの送出しについて
3. 製作技術の変遷と今後の展望
4. 鋼コンクリート合成床版の凍害に関する実験的研究
5. 震災時における補修・補強事例～応急対応から本復旧まで～
6. 鋼橋解体撤去工事の留意点

技術発表会参加者数：合計1,719名
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平成26年度 橋梁技術発表会報告 ／ 平成26年度 ブリッジトーク年間報告

平成26年度 ブリッジトーク年間報告
　橋建協では、優れた橋梁技術の発展・伝承につ

ながる人材の育成に関する活動を推進することを

重点課題の１つとしています。その具体的活動とし

て、会員各社への情報発信・若手技術者のレベル

アップを目的とした「ブリッジトーク」を、平成21年

度より定期的に開催しています。

　隅田川に架かる橋梁の施工当時の貴重な資料

の紹介、合成床版の疲労損傷に関する知見と損傷

を検出する技術の現状、超長大橋や超高架橋の実

現を目指した技術への期待、そして鋼橋の魅力で

あるリユースに関する具体事例の紹介など、多岐に

わたるテーマについて分かりやすく解説して頂きま

した。今年度は4回開催し、合計の参加者数は223

名でした。

　平成27年度も鋼橋技術の発展を目的とした多様

な企画を予定しています。

第1回
4/21（月）

隅田川に架かる橋梁の歴史について
東京都建設局　道路管理部　橋梁構造専門課長

紅林  章央 様テーマ 講師

第2回
7/22（火）

合成床版の可能性について
法政大学　デザイン工学部　都市環境デザイン工学科　准教授

藤山 知加子 様テーマ 講師

第3回
10/1（水）

鋼橋のイノベーション
八戸工業大学　名誉教授

塩井  幸武 様テーマ 講師

第4回
2/17（火）

橋の魅力 －素材・デザイン・ものづくり－
早稲田大学　創造理工学部社会環境工学科　教授

佐々木  葉 様テーマ 講師

紅林 章央 様 藤山 知加子 様 塩井 幸武 様 佐々木 葉 様
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協会ニュース

　橋建協では、平成22年度の『行動計画指針』で掲げた五つの活動テーマの一つに“人
材育成”を挙げ、その活動に力を注いでいます。平成26年度も引き続き、協会員各社が各
地で開催する「小学生」を対象とした現場見学会に協賛致しました。
　この見学会は、小学校における社会科見学の一つとして実施しています。将来を担う人
材である子供達に、橋について興味を抱いてもらう為、普段は安全のために囲われていて
見ることが出来ない鋼橋の建設現場を、間近に体感して学んで頂こうと考えております。
　完成・供用後には参加した児童生徒も利用する機会があるかもしれません。自分が完
成前に学んだ鋼橋を渡る時に、この見学会のことを思い出してもらえればと思います。

　26年度は以下8地区にて16回の開催となりました。いずれの見学会に
おいても、終了後にご参加頂いた皆様から御礼のお言葉を頂きました。
　なお、本趣旨にご理解を賜り、快くご協力頂きましたご発注者の皆様
に、誌面ではありますが深く感謝申し上げます。

実施日
平成26年10月22日　90名

見学場所

新長老沢橋

東北
地区

福島県  徳島市立
平野小学校

実施日
平成26年11月1日　100名

見学場所

桃沢川橋

中部
地区

静岡県  長泉町立
北小学校

実施日
平成26年10月3日　31名

見学場所

川田工業㈱ 富山工場

北陸
地区

岐阜県  郡上市立
大和北小学校・大和第一北小学校

実施日
平成26年6月5日　237名

見学場所

本馬3号橋

近畿
地区

奈良県  御所市立
掖上小学校・御所小学校・秋津小学校

実施日
平成27年1月9日　55名

見学場所

日置川橋

和歌山県  白浜町立
日置小学校・安宅小学校

実施日
平成27年2月4日　100名

見学場所

一庫大路次川橋

近畿
地区

近畿
地区

兵庫県  川西市立
陽明小学校

実施日
平成26年7月2日　37名

見学場所

玉川橋

中国
地区

岡山県  高梁市立
玉川小学校

平成
26年度の
活動実績
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平成26年度 小学生現場見学会

実施日
平成27年4月4日　50名

見学場所

山崎高架橋

関東
地区

茨城県  境町立
長田小学校・猿島小学校

実施日
平成27年2月23日　130名

見学場所

白旗橋

関東
地区

栃木県  足利市立
富田小学校

実施日
平成27年3月6日　42名

見学場所

松本拡幅歩道橋

関東
地区

長野県  松本市立
田川小学校

実施日
平成26年6月23日　25名

実施日
平成26年10月10日　175名

見学場所

高瀬川橋

近畿
地区

和歌山県  白浜市立
富田小学校

見学場所

上万呂高架橋

近畿
地区

和歌山県  田辺市立
会津小学校・東部小学校

実施日
平成26年12月17日　70名

見学場所

稲成高架橋

近畿
地区

和歌山県  田辺市立
稲城小学校

実施日
平成26年9月12日　21名

見学場所

乃美尾高架橋

中国
地区

広島県  東広島市立
板城西小学校

実施日
平成26年11月29日　40名

見学場所

川之江橋

四国
地区

愛媛県  四国中央市立
金生第一小学校・妻鳥小学校・川之江小学校

実施日
平成26年10月24日　23名

見学場所

田尻高架橋

九州
地区

長崎県  諫早市立
森山東小学校
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　出前講座は、『鋼橋』に興味を持っていただき、さら
に理解を深めていただくために大学や高専などの要
請にお応えし、学生に講義を行うものです。
　平成26年度は26校で実施し、約1,500名に受講し
ていただきました。
　講師は、学生が理解しやすいよう動画やアニメな
どを使って説明します。
　また、講義の中でクイズを取り入れ、正解者に贈呈
している橋のジグソーパズルも好評です。
　講座を実施させて頂きました先生方並びに関係者
の皆様に深く感謝いたします。
※出前講座の詳細は協会ＨＰの活動情報でご覧い
ただけます。（http://www.jasbc.or.jp）

【平成26年度の講座実施校】
徳島大学、北海学園大学、日本大学、函館高専、立命館大学、舞鶴高
専、東北学院大学、関西大学、北見工業大学、八戸工業大学、金沢大
学、岐阜大学、大阪工業大学、長崎大学、木更津高専、神戸大学、山梨
大学、琉球大学、東京都市大学、旭川工業高校、東北大学、大阪市立
大学、山口大学、豊田高専、九州大学大学院（KABSE学生研修会）、
川崎総合科学高校（開催順）

協会ニュース

クイズに正解した学生にジグソーパズルを贈呈
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　平成26年度で13回目の開催となる「高校生『橋梁模型』作品発表会」の2次審査
が、2月12日に「せんだいメディアテーク１階・オープンスクエア」にて開催されました。
　今回は、東北６県の高等学校20校より37作品の応募があり、1月13日に学識経験
者、東北地方整備局東北技術事務所、各協賛団体審査委員による1次審査を行い、2
次審査の対象となる10作品を選定しました。
　2次審査は、オープンスクエアに10作品を展示して、一般の来場者の方の投票を最
終審査結果に反映する形で、最優秀賞１作品他各賞を選定しました。また、2次審査
対象となった模型を作製した高校生によるプレゼンテーションも行い、プレゼン
テーション賞１作品も選定しました。当日は、ＮＨＫ仙台放送局による取材、大勢の一般来場者の投票もあり大変賑やかな作
品発表会となりました。
　審査の結果、秋田県立大館工業高等学校より応募のありました「西田橋（鹿児島県）」が最優秀作品となりました。将来の社
会資本づくりを担う土木技術を学ぶ高校生に、橋梁の模型づくりを通して橋の種類や構造に関する知識を深めてもらう良い機
会となる本会に、当協会も引き続き全面的に協力をしていきます。

　神戸市建設局／『土木の学校』主催・橋建協共催による『橋梁模型コンテスト』及び土木の日『土木の教室』が平成26年11月
15日（土）、世界一の吊橋『明石海峡大橋』を背景に神戸市垂水区東舞子町の『橋の科学館』にて開催されました。その目的とす
るところは、将来の土木技術者たちが楽しみながら土木技術を学び、広く一般市民にくらしを支える『土木』に理解と興味を
もっていただくというところにあります。
　このコンテストは第7回を迎え『橋の科学館』の秋のイベントとして定着し、今回は10校15チーム総勢68名がエントリーし盛
大に開催されました。今年から模型の支間1,350mmとなりこれまでより150mm大きくなりました。各チームはプレゼンテーショ
ンの後に20kgの移動荷重による載荷試験が行われ、移動荷重が模型を渡りきる事が出来なければ30点減点となり、また牽引
が30秒オーバーすると10点が減点される事から参加者の声援が飛び交いました。厳選なる審査の結果、最優秀賞は京都市立
伏見工業高等学校『チーム伏見』、優秀賞は高知県立高知工業高等学校全日制『高知工業橋梁模型班B』、特別賞は京都大学
大学院『構造デザインチーム』がそれぞれ受賞しました。参加された学生諸君には橋梁技術に関する楽しい思い出として鮮明
に記憶されたことでしょう。今後とも、この行事を通じて、社会インフラ整備の一翼を担う若者に一人でも多く土木の業界に興
味を抱いていただけるよう、これからも協力して参りたいと思います。

平成26年度 出前講座年間報告／橋梁模型コンテスト

京都市立
伏見工業高等学校
『チーム伏見』

近畿地区

『チーム伏見』最優秀賞
優秀賞作品の載荷試験 橋建協の展示パネル

秋田県立
大館工業高等学校

東北地区

西田橋（鹿児島県）最優秀作品

橋梁模型コンテスト
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協会ニュース

　桜の便りが待ち遠しい今日この頃、平成27年3月14日（土）、

当協会イベントとして、一般の方を対象に「橋に親しむ 大阪

港湾橋めぐりクルーズ」を開催いたしました。

　本シリーズとしては、昨年の「なにわ橋めぐりクルーズ」に続

き、４回目の開催となります。今までの開催は「河川」での企

画でありましたが、とりわけ、今回は「外海」としての試み。立

地・気象条件などを加味し、どこまで橋を満喫できるかを企

画し、スタッフ共々、吟味しての開催となりました。

　今回事前の調査をもとに、入念に企画しましたが、なんと！

当日は、この時期特有の「三寒四温」どおり、昨夜からの雨が

明け方まで残り、非常に足元悪い状況でしたが午後からは

嘘のように晴れ渡り、絶好のクルーズ日和になりました。これ

は参加者の思いが通じた賜物と言えます。

　さて、橋めぐりクルーズに先立ち、「世界に誇れる 大阪ベイエ

リアの橋」と題して阪神高速道路株式会社職員の方に、世界か

らみた大阪港湾ならびに観光都市としての大阪湾に広がる橋

梁を披露いただき、国際都市の礎となっている橋梁を興味深く

説明いただきました。

　また「なにわ八百八橋」のとおり、「水の都 大阪」の源泉とな

る数々の河川橋を背景に、これまでの大阪ベイエリア地区の発

展を紹介いただきました。

世界に誇れる
大阪ベイエリア

の橋

講演会
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橋に親しむ  大阪港湾橋めぐりクルーズ

　その後、「ベイワールド号」に乗船し、クルーズに出発。

　まず最初に目にしたのが「天保山大橋」。世界からきた観光客に「最

も美しい」と評される橋梁であります。ケーブルの着色を交互に変えて

の景観工夫は、一般市民ほか我々若手技術者の虚をつきそびえ立ち、

その姿はある種の神秘性を醸し出していました。

　つぎに「此花大橋」「夢舞大橋」「かもめ大橋」などの、個性ある橋

は、見学者の目を惹き、当時施工に奔走した技術者たちをしみじみ連

想させる姿でありました。

　最後に、真打ち「港大橋」の出番であります。鋼材4万トンを使用し、

大阪・神戸の心臓部として、今もなお、大阪の中心となるトラス橋。雨が

去り風が吹き返す中、垣間見えた夕日を背に、その「赤い姿」はさらに

色どりを増し、歴史的な重みを背追い、貫禄を示しておりました。

ベイワールド号に
乗船！

クルーズ
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